
SDGs全般について

与野 南 西

SDGsがよくわかる本 松原恭司郎／著 秀和システム 2019 335.15 ﾏﾂ ●

60分でわかる!SDGs超入門
バウンド／著　功能聡子／
監修　佐藤寛／監修

技術評論社 2019 335.15 ﾛｸ ●

SDGs日本の挑戦　2020 日経HR 2020 335.15 ｴｽ ●

SDGsの考え方と取り組みがこれ1冊でしっかりわかる
教科書

バウンド 技術評論社 2020 335.15 ｴｽ ● ●

生涯学習関連施設におけるSDGsの取組PRシート
さいたま市教育委員会
生涯学習振興課／編

さいたま市教
育委員会生涯
学習振興課

2020 Ｓ379 ｻｲ ● ●

日本のSDGs 高橋真樹／著 大月書店 2021 333.8 ﾀｶ ●

知識ゼロからのSDGs入門 夫馬賢治／監修 幻冬舎 2022 335.15 ﾁｼ ●

貧困クライシスー国民総「最底辺」社会 藤田孝典
毎日新聞出版
出版

2017 368.2 ﾌｼﾞ ●

女子と貧困 雨宮処凛／著 かもがわ出版 2017 367.21 ｱﾏ ●

貧困の経済学　上・下
マーティン・ラヴァリオン
／著　柳原透／監訳

日本評論社 2018 331.87 ﾗｳﾞ ●

なぜ貧しい国はなくならないのか
－正しい開発戦略を考える－　第2版

大塚啓二郎／著
日本経済新聞
出版社

2020 333.8 ｵｵ ●

貧困パンデミックｰ寝ている｢公助｣を叩き起こす 稲葉剛／著 明石書店 2021 368.2 ｲﾅ ●

子どもの貧困と食格差
阿部彩／編著　村山伸
子／編著　可知悠子／
編著　鳫咲子／編著

大月書店 2018 369.4 ｺﾄﾞ ●

食物倫理(フード・エシックス)入門
ロナルド・L.サンドラー／
[著]　馬渕浩二／訳

ナカニシヤ出
版

2019 611.3 ｻﾝ ●

図解知識ゼロからの現代農業入門 八木宏典／監修 家の光協会 2019 612.1 ﾔｷﾞ ●

食料危機 井出留美／著 PHP研究所 2021 611.3 ｲﾃﾞ ●

食料・農業・農村白書　令和3年版 農林水産省／編 農林統計協会 2021 610.59 ｼﾖ ●

社会保障再考 菊池馨実／著 岩波書店 2019 364 ｷｸ ●

子どもたちのビミョーな本音 武井明／著 日本評論社 2019 493.93 ﾀｹ ●

感染症は世界をどう変えてきたか 内藤博文／著 河出書房新社 2020 493.8 ﾅｲ ●

よくわかる公衆衛生学の基本としくみ　第2版
上地賢／著　安藤絵美
子／著　雜賀智也／著

秀和システム 2020 498 ｳｴ ●

ヤングケアラー 毎日新聞取材班／著 毎日新聞出版 2021 369 ﾏｲ ●

　　あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する

ＳＤＧｓに関するブックリスト
さいたま市立与野図書館作成

　ここに紹介する本は、さいたま市立与野図書館、与野南図書館、与野図書館西分館に所蔵する本の中から与野図書館職員
が選びました。見やすいように１７種類の目標別に配列しましたが、内容は複数の目標にまたがるものもあります。
（貸出中になっている場合もあります）

書名 著者名 出版社名 出版年 分類
所蔵館

目標１　「貧困をなくそう」
　　あらゆる場所あらゆる形態の貧困を終わらせる

目標２　「飢餓をゼロに」

　　飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養の改善を実現し、持続可能な農業を促進する

目標３　「すべての人に健康と福祉を」
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ホームエデュケーション始めました 東京シューレ／編
NPO法人東京
シューレ

2017 371.5 ﾎﾑ ● ● ●

ヒマラヤに学校をつくる 吉岡大祐／著 旬報社 2018 372.25 ﾖｼ ●

学校ハラスメント 内田良／著 朝日新聞出版 2019 372.1 ｳﾁ ●

教育格差 松岡亮二／著 筑摩書房 2019 372.1 ﾏﾂ ●

日本のオンライン教育最前線 石戸奈々子／編著 明石書店 2020 372.1 ｲｼ ●

ワンオペ育児 藤田結子 毎日新聞出版 2017 367.21 ﾌｼﾞ ●

わたし8歳、職業、家事使用人。 日下部尚徳 合同出版 2018 366.38 ｸｻ ●

女は「政治」に向かないの? 秋山訓子 講談社 2018 312.1 ｱｷ ●

<女子力>革命 萱野稔人 東京書籍 2018 367.1 ｼﾞﾖ ●

女性のいない民主主義 前田健太郎 岩波書店 2019 312.1 ﾏｴ ●

水の不安をなくす30の知恵 渡辺雄二 青志社 2016 498.54 ﾜﾀ ●

よくわかる最新水処理技術の基本と仕組み　第3版 和田洋六 秀和システム 2017 518.15 ﾜﾀﾞ ●

地下水・湧水の疑問50 日本地下水学会 成山堂書店 2020 452.95 ﾁｶ ●

トコトンやさしい水道の本　第2版 高堂彰二 日刊工業新聞社 2022 518.1 ｺｳ ●

最新再生エネビジネスがよ〜くわかる本 今村雅人／著 秀和システム 2016 501.6 ｲﾏ ●

よくわかる最新発電・送電の基本と仕組み 木舟辰平／著 秀和システム 2016 543 ｷﾌ ● ●

里地里山エネルギー 河野博子／著 中央公論新社 2017 501.6 ｺｳ ●

エネルギーと環境問題の疑問55 刑部真弘／著 成山堂書店 2018 501.6 ｵｻ ●

最新カーボンニュートラルの基本と動向がよ〜くわかる
本　－脱炭素社会をめぐる全体像を概観－

池原庸介／著 秀和システム 2022 519 ｲｹ ●

子どもたちにしあわせを運ぶチョコレート。 白木朋子／著 合同出版 2015 366.38 ｼﾛ ●

同一労働同一賃金の衝撃 山田久／著
日本経済新聞
出版社

2017 366.4 ﾔﾏ ●

移民政策とは何か
高谷幸／編著　樋口直
人／[ほか]著

人文書院 2019 334.41 ﾀｶ ●

平和を欲すれば正義を培え 国際労働事務局／編 ILO駐日事務所 2019 366.12 ﾍｲ ●

図解実践オープン・イノベーション入門
出川通／著　中村善貞
／著

言視社 2016 336.17 ﾃﾞｶﾞ ●

イノベーションはなぜ途絶えたか 山口栄一／著 筑摩書房 2016 502.1 ﾔﾏ ●

　　強靭（レジリエント）なインフラ構築、 包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーションの推進を図る

目標４　「質の高い教育をみんなに」

目標５　「ジェンダー平等を実現しよう」

　　ジェンダー平等を達成し、 すべての女性及び女児のエンパワーメントを行う

目標６　「安全な水とトイレを世界中に」

　　すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する

目標７　「エネルギーをみんなに　そしてクリーンに」

　　すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的なエネルギーへのアクセスを確保する

目標８　「働きがいも経済成長も」
　　包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用（ディーセン
ト・ワーク）を促進する

目標９　「産業と技術革新の基盤をつくろう」

　　すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する
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グラミンのソーシャル・ビジネス
大杉卓三／著　アシル・
アハメッド／著

集広舎 2017 335.8 ｵｵ ●

世界を変える100の技術(日経テクノロジー展望 2020) 日経ＢＰ／編 日経ＢＰ 2019 504 ｾｶ ●

グローバル化と世界史 羽田正／著 東京大学出版会 2018 201 ﾊﾈ ●

社会の障害をみつけよう 久野研二／編著 現代書館 2018 369.27 ｸﾉ ●

女性白書　2021　コロナ禍とジェンダー平等への課題 日本婦人団体連合会／編 ほるぷ出版 2021 367.21 ｼﾞﾖ ●

雇用関係と社会的不平等 今井順／著 有斐閣 2021 366.02 ｲﾏ ●

ニッポン、クライシス!－マイノリティを排除しない社会へ－
北野秋男／編著
上野昌之／編著

学事出版 2020 361.8 ﾆﾂ ●

社会イノベーションと地域の持続性 松岡俊二／編 有斐閣 2018 318.6 ﾏﾂ ●

激甚化する水害－地球温暖化の脅威に挑む－
気候変動による水害研
究会／著

日経ＢＰ社 2018 369.33 ｹﾞｷ ●

SDGs×自治体実践ガイドブック 高木超／著 学芸出版社 2020 318.6 ﾀｶ ●

さいたま市住生活基本計画・さいたま市賃貸住宅供給
促進計画－ともに住み続け、安全・安心で持続可能な
住生活の実現－概要版

さいたま市建設局建築
部住宅政策課／編

さいたま市 2021 S365.3 ｻｲ ● ●

図説世界があっと驚く江戸の元祖エコ生活 菅野俊輔／監修 青春出版社 2008 519.81 ｽﾞｾ ●

賞味期限のウソ－食品ロスはなぜ生まれるのか－ 井出留美／著 幻冬舎 2016 498.54 ｲﾃﾞ ●

ごみ収集という仕事 藤井誠一郎／著 コモンズ 2018 518.54 ﾌｼﾞ ●

大量廃棄社会－アパレルとコンビニの不都合な真実－
仲村和代／著　藤田さ
つき／著

光文社 2019 519.7 ﾅｶ ●

暮らしのSDGs術－地球を救う実践版－ ライフ・エキスパート／編 河出書房新社 2022 519 ｸﾗ ●

異常気象と温暖化がわかる
－どうなる?気候変動による未来－

河宮未知生／監修 技術評論社 2016 451 ｲｼﾞ ●

トコトンやさしい異常気象の本(B&Tブックス　今日から
モノ知りシリーズ)

日本気象協会／編 日刊工業新聞社2017 451 ﾄｺ ● ●

地球環境問題がよくわかる本
浦野紘平／共著
浦野真弥／共著

オーム社 2017 519 ｳﾗ ● ●

図解でわかる14歳から知る気候変動
インフォビジュアル研究
所／著

太田出版 2020 519 ｽﾞｶ ●

日本の海洋資源－なぜ、世界が目をつけるのか－ 佐々木剛／[著] 祥伝社 2014 558.4 ｻｻ ●

海洋大異変－日本の魚食文化に迫る危機－ 山本智之／著 朝日新聞出版 2015 663.6 ﾔﾏ ●

海洋プラスチック汚染－「プラなし」博士、ごみを語る－ 中嶋亮太／著 岩波書店 2019 519.4 ﾅｶ ●

目標10　「人や国の不平等をなくそう」

　　国内及び各国家間の不平等を是正する

目標11　「住み続けられるまちづくりを」

　　包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する

目標12　「つくる責任つかう責任」

　　持続可能な消費生産形態を確保する

目標13　「気候変動に具体的な対策を」

　　気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる

目標14　「海の豊かさを守ろう」

　　持続可能な開発のために、海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する
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林業がつくる日本の森林 藤森隆郎／著 築地書館 2016 652.1 ﾌｼﾞ ●

絵でわかる生物多様性
鷲谷いづみ／著　後藤
章／絵

講談社 2017 468 ﾜｼ ●

外来種のウソ・ホントを科学する ケン・トムソン／著 築地書館 2017 468 ﾄﾝ ●

英国貴族、領地を野生に戻す
－野生動物の復活と自然の大遷移－

イザベラ・トゥリー／著 築地書館 2020 519.83 ﾄｳ ●

奥会津最後のマタギ－自然との共生を目指す山の番人－ 滝田誠一郎／著 小学館 2021 384.35 ﾀｷ ●

ぼくは13歳、任務は自爆テロ。
－テロと紛争をなくすために必要なこと－

永井陽右／著 合同出版 2017 316.4 ﾅｶﾞ ●

わたしは13歳、シリア難民。
－故郷が戦場になった子どもたち－

国境なき子どもたち／
編著

合同出版 2018 369.38 ﾜﾀ ●

すべては救済のために－デニ・ムクウェゲ自伝－
デニ・ムクウェゲ／著
ベッティル・オーケルンド
／著

あすなろ書房 2019 289.3 ﾑｸ ●

国際協力－その新しい潮流－　第3版
下村恭民／著　辻一人
／著　稲田十一／著
深川由起子／著

有斐閣 2016 333.8 ｺｸ ●

国際関係学講義　第5版 原彬久／編 有斐閣 2016 319 ｺｸ ●

世界を変える日本式「法づくり」
－途上国とともに歩む法整備支援－

国際協力機構／編　佐
藤直史／監修

文藝春秋企画
出版部

2018 322.92 ｾｶ ●

世界で活躍する仕事100
－10代からの国際協力キャリアナビ－

三菱UFJリサーチ&コン
サルティング／編

東洋経済新報
社

2018 333.8 ｾｶ ●

世界地図を読み直す－協力と均衡の地政学－ 北岡伸一／著 新潮社 2019 312.9 ｷﾀ ●

　　陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対処ならびに土地の劣化の阻止・

　本市では、国に対し、これまでの「大宮駅グランドセントラルステーション化構想」や「東日本連携事業」、浦和美園
地区を中心とした「スマートシティ」等の取組に加え、（仮称）E-KIZUNAグローバルパートナーシップ事業を通じた、
本市のブランド価値向上と、国際的ステークホルダーとの交流を深化させることによるビジネスチャンス・雇用の拡
大を図る提案を行い、ＳＤＧｓ推進に向けたポテンシャルの高い提案として評価されました。
　現在、「さいたま市ＳＤＧｓ未来都市計画（第二期）」に基づき取組を推進しています。

　詳しくは、さいたま市ホームページをご覧ください。　https://www.city.saitama.jp/

令和4年8月　さいたま市立与野図書館 編集・発行
さいたま市中央区下落合5-11-11

電話　048-853-7816　　FAX　048-857-1946

回復及び生物多様性の損失を阻止する

目標16　「平和と公正をすべての人に」

　　持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法へのアクセスを提供し、あらゆるレベルにお
いて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する

目標17　「パートナーシップで目標を達成しよう」

　　持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する

さいたま市は「ＳＤＧｓ未来都市」に選定されています

　「ＳＤＧｓ未来都市」とは、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の推進に向け、内閣総理大臣を本部長とする「持続可能
な開発目標（ＳＤＧｓ）推進本部」において、自治体における取組を推進するために2018年に創設されたものです。Ｓ
ＤＧｓの理念に沿った基本的・総合的取組を推進しようとする都市・地域の中から、特に、経済・社会・環境の三側面
における新しい価値創出を通して持続可能な開発を実現するポテンシャルが高い都市・地域として選定されるもの
で、さいたま市は令和元(2019)年に選ばれました。

目標15　「陸の豊かさも守ろう」


